
セーフコミュニティ
こうか みんなでつくる安心安全なまち

多
い
5
カ
所
を
現
場
の
詳
し
い
状

況
や
注
意
す
べ
き
点
な
ど
と
併
せ

て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
チ
ラ
シ
は
組
回
覧
で
地
域
の
皆

さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
、
危
険
箇

所
で
の
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
時
に
意
識
調
査
の
ア
ン
ケ
ー
ト

も
実
施
し
、
約
97
％
の
方
に
「
チ

ラ
シ
を
見
て
安
全
運
転
を
心
が
け

る
」
と
い
う
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
チ
ラ
シ
を
見
て
い
な
い

方
に
も
危
険
箇
所
を
知
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
事
故
多
発
地
点

の
上
位
5
カ
所
に
「
に
ん
じ
ゃ
え

も
ん
」
の
注
意
看
板
を
設
置
し
ま

し
た
。

交  通
安  全

まちぐるみで危険箇所の
安全を追求しよう
　甲賀市は、市民の8割以上が自家用車で移動する車社会です。事故やけが
による救急搬送では交通事故が最も多く、死亡事故も毎年発生しています。
　セーフコミュニティでは、交通安全をテーマに「交通安全対策委員会」
を設置し、対策に取り組んでいます。

　
市
で
は
、
誰
も
が
健
康
で
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
提
唱
す
る
「
事
故
や
け
が

は
予
防
で
き
る
」
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
科
学
的
な
予
防
対
策
と

ま
ち
ぐ
る
み
の
連
携
に
よ
っ
て
事
故
や
け
が
を
防
い
で
い
こ
う
と
す
る

世
界
基
準
の
取
り
組
み
で
、
今
年
の
秋
の
認
証
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
特
性
や
課
題
に
基
づ
い
て
、
優
先
し
て
取
り
組
む
テ
ー
マ

を
5
つ
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
委
員
会
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
は
、
徒
歩
や

自
転
車
を
移
動
手
段
と

す
る
こ
と
が
多
く
、
事

故
に
遭
う
と
重
傷
度
の

高
い
け
が
を
さ
れ
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
薄
暮
時
や
夜
間

の
歩
行
中
に
事
故
に
遭

う
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
高

齢
者
を
会
員
と
す
る

ゆ
う
ゆ
う
甲
賀
ク
ラ

ブ
や
民
生
委
員
児
童

委
員
の
方
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
夜
間
等
に
高
齢

者
が
よ
く
行
く
場
所

を
調
査
し
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
、
地
域
の
集
会

所
や
ス
ー
パ
ー
・
コ

　
取
組
③
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、
夜
間
の
外
出
先
と

し
て
、
集
会
所
や
ス
ー
パ
ー
・
コ

ン
ビ
ニ
の
他
に
、
散
歩
が
多
い
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
場

所
が
特
定
で
き
る
集
会
所
な
ど
と

違
い
、
散
歩
は
ど
こ
を
通
ら
れ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
さ
れ
て
い
る
地
元
の
消
防
団

に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
モ
デ

ル
地
区
の
甲
賀
町
大
原
市
場
区

周
辺
を
管
轄
し
て
い
る
甲
賀
方
面

隊
第
4
分
団
の
皆
さ
ん
に
、
パ
ト

ロ
ー
ル
中
に
出
会
っ
た
高
齢
者
に

反
射
材
を
配
っ
て
も
ら
う
な
ど
、

５つのテーマ
自 殺 の 予 防

交 通 安 全

子どもの安全

高齢者の安全

災害被害の防止

　
対
策
委
員
会
で
事
故
の
統
計
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
予
想
に
反
し
て
、

交
通
量
の
多
い
国
道
よ
り
も
信
号

の
な
い
市
道
や
県
道
の
交
差
点
の

方
が
事
故
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
事
故
が
よ
く
起
こ
る

場
所
を
知
ら
な
い

人
が
多
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
、

過
去
5
年
間
の

人
身
事
故
多
発

地
点
を
調
査

し
、
チ
ラ
シ
を

作
成
し
て
啓
発

を
行
い
ま
し
た
。

チ
ラ
シ
は
ワ
ー
ス

ト
ラ
ン
キ
ン
グ
形

式
で
、
事
故
が

　
取
組
①
で
啓
発
チ
ラ
シ

に
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
に

危
険
箇
所
を
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
道
路
を

通
行
す
る
の
は
市
内
に

住
ん
で
い
る
方
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
市
内
の

事
業
所
で
働
い
て
い
る
方

な
ど
に
も
危
険
箇
所
を

知
ら
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
甲
賀
湖
南

安
全
運
転
管

理
者
協
会
、

甲
賀
市
工
業

会
、
滋
賀
県

ト
ラ
ッ
ク
協

会
甲
賀
支
部

に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
事

業
所
で
啓
発

ン
ビ
ニ
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
の

で
、
甲
賀
町
大
原
市
場
区
を
モ
デ

ル
地
区
に
選
定
し
、
啓
発
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
集
会
所
に
お
い
て

は
高
齢
者
の
安
全
対
策
委
員
会
と

合
同
で
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
は
反
射
材

を
配
布
し
て
そ
の
場
で
着
用
い
た

だ
き
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
散
歩
中
の
高

齢
者
に
安
全
啓
発
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

市
民
に
事
故
多
発
地
点
を
知
ら
せ
る

地
元
消
防
団
に
よ
る
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
で
啓
発

高齢者を対象に啓発

事業用車両運転者に事故多発地点を知らせる

取
組
①

取
組
④

取組③

取組②

　市外の方の目を引き、地域の
方に親しみをもってもらえるよう
に、忍者のキャラクターを使った
注意看板を設置しました。
　看板を見て、少しでも安全運
転を心がけてもらえればと思いま
す。事故が一件でも減って、住み
やすいまちになることをめざして
います。

　私も夜に狭い道を歩いていて
車が怖いと感じたことが何度も
あったので、地元の消防団がこう
いった活動をしてくれるのはとて
もうれしいです。
　実際に反射材をつけてみました
が、シールタイプで簡単に貼れ
て見た目にも違和感がないので、
これから活用していきたいと思い
ます。

注意看板を設置した
交通安全対策委員会副委員長　

谷
た に む ら

村ふみ子
こ

さん

問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室

☎
６
２‐１
８
０
５
／

６
３‐４
６
１
９

▲注意看板を設置する委員

▲事故多発地点の啓発チラシ▲靴に貼るシールタイプの反射材

▲�高齢者の靴に反射材を貼る消防団員

反射材を受け取った
玉
た ま

木
き

幸
こ う い ち

一さん

認証取得に向けた現地審査を１０月２１日（水）・２２日（木）に実施します。
※詳細は１５ページ。

★１２件(第２位)★ 
水口町名坂 地先 

事故が起こった状況 
・アンダーから上がってきた車と東側から来る車の衝突事故が多い ・東西に通る道路には一旦停止がある。 対策委員会からのコメント  アンダーから上がってくる車は、安全確認

しにくい状況です。東西にこの交差点を通行
する時は車の飛び出しに注意してください！ 

 

★１２件(第２位)★ 
甲賀町大原市場 地先 

事故が起こった状況 
・カーブを伴った交差点である。 ・中央分離帯が視界を妨げている。 ・どちらもスピードを出しやすい道路。 対策委員会からのコメント  どちらもスピードが出やすく、カーブで認

知も遅れやすい交差点です。一時停止や前方
確認を確実に行いましょう！ 

 

★７件(第４位)★ 
甲南町新治 地先 
(昨年この場所で交通死亡事故が発生しました) 

事故が起こった状況 
・東西を通る道は急な下り坂なので、スピードが出やすく、抑えにくい。 ・道が広く、一見視界が良く見える。 対策委員会からのコメント  東西を通る道は、急な下り坂でスピードが

一旦出ると減速しにくいことをしっかり考え
て走行しましょう！ 

 

★７件(第４位)★ 
水口町梅が丘 地先 

事故が起こった状況 
・信号がなく、横断歩道がある道路である。 
・自転車や歩行者が被害にあうことが多い。 
・付近に踏み切りがあり車が停滞しやすい 対策委員会からのコメント  横断歩道を渡ろうとする人がいれば、車は
必ず止まらなければなりません。思いやりを
持って、ゆとりある運転を心掛けましょう！ 

 

【甲賀市セーフコミュニティ交通安全対策員会事務局(生活環境課)☎65-0686】 

 
 
 

 甲賀市では、市民の安全と安心の確保を行う観点から、セーフコミュニティの国

際認証の取得を目指しています。セーフコミュニティ交通安全対策委員会では、地

域で生活する人や仕事をしている人が集まって、従来

の警察や市での取り組みの他に、地域でもできること

を考え自発的に活動を行います。 

 取り組みの初回となる今回は、甲賀市内で平成２０年から平成２５年の間に人身

事故が多発している場所を市民に知ってもらうことで、市民自らが事故に遭わない

運転を行えるようにと、事故多発地点をランキング形式で案内することとしました。 

 ※これらの地点以外にも、危険な場所はありますので、みんなで安全運転を心がけしましょう。 

★１６件(第１位)★ 甲南町葛木 地先 

事故が起こった状況 

・見通しが良い信号のない道路である。 

・スピードを出しやすい。 

・ガードレールが視界の妨げになっている。 

対策委員会からのコメント 

 優先道路を走っていても安心せずに、どん

な交差点でも注意して走行しましょう。 

 また、停止線で止まるだけではなく、しっ

かり安全確認をしましょう！ 
 

  

甲賀市セーフコミュニティ交通安全対策委員会 

ココです！ 

4平成 27年 10月15日5 平成 27年 10月15日


